


　能登には、さまざまな「天狗」がいます。天狗は、獅子舞をにぎやかに彩る、
祭礼には欠かせない存在です。羽咋の獅子舞では、在地の「能登獅子型」、氷
見市から伝わった「越中獅子型」の天狗があり、烏帽子の形状、天狗面の表情、装束のデザインな
ど、多彩で地域性があります。今年は「天狗」を題材に、能登・羽咋の獅子舞文化をトークします。

　能登の天狗を語るとき、欠かせないのが「猿田彦」です。七尾市中島
町の久麻加夫都阿良加志比古神社の秋季祭礼「お熊甲祭」では、天狗の
面をつけた猿田彦を先頭に、深紅の大枠旗と神輿の渡御が行われます。
猿田彦は、独特の鉦と太鼓のリズムに合わせた動きで神輿を先導し、
人々を楽しませます。その装束は、能登の獅子舞の天狗と共通性があり、
能登の仮面芸能・獅子舞文化を考えるうえで重要です。
　お熊甲祭の「猿田彦」と「獅子舞の天狗」を見くらべて、「ザ・天狗マニ
ア」になってほしいと思います。

日時：令和2年2月11日（火/祝日）13：30～14：30（無料）
場所：羽咋市歴史民俗資料館　研修室

『能登の天狗たち』

特別展示：

～羽咋の獅子舞を考える～

お見逃しなく！

「獅子舞博士」こと諏訪雄士×学芸員 中野知幸
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お熊甲祭の猿田彦
七尾市
中島町から

く   ま  かぶと さ   る     た     ひ  こ


